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地域医療の充実をめざして
関係機関の皆さまとともに
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・診療科紹介
　神経内科 / 小児外科 / 精神神経科
・ 特殊災害訓練を実施
・老人クラブで講演会
・がん患者と家族のための

　プログラム

■第２病棟を大改修　中央通路で他病棟と直結
　昨年秋から行っていた第 2 病棟の改修工事がほぼ完了し、
地下 1 階と地上 1・2 階から各病棟への行き来が可能となりま
した。
　これまで当院の利用者は、外来棟から院内の各病棟に向かう
ためには 1 度建物の外に出なければならないところもあるな
ど、まるで迷路を進むような不便さがありました。今回の大改
修によって、第 2 病棟 1・2 階に中央通路が設けられ、この通
路を利用すれば各病棟へスムーズに行けるようになりました。
　このうち 1 階の中央通路（通称：中央通り）には、患者さ
んやご家族の利用頻度が高い施設を集め、面会受付場所を駐車
場に近い中央通路の入口に移したほか、入退院支援室や休憩所、
院内案内センターなどを配置し、新たに写真展などを行うギャ
ラリーや静かに思いを巡らすための瞑想室を設けました。
　また、1 階中央通路の両脇にはコーヒーショップやグッズ販
売店、理・美容室、介護ショップ、患者図書室などのアメニティー
施設を集約、利用者から好評をいただいています。

◆
「
先
天
性
心
疾
患
外
科
外
来
」

新
設
の
お
知
ら
せ

　

先
天
性
心
疾
患
と
は
生
ま
れ
つ
き
の
心
臓
病
の
こ

と
で
す
が
、
医
療
の
進
歩
や
生
活
様
式
の
変
化
に
伴

い
寿
命
が
延
び
て
、
今
で
は
子
供
の
患
者
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
大
人
の
患
者
さ
ん
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
幼
少
期
や
学
校
の
健
診
な
ど
で
心
臓
に
異
常

を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
内
科
治
療
や
手
術
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
、
あ
る
い
は
手
術
は
で
き
な
い
と

言
わ
れ
た
が
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

い
う
よ
う
な
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
長
年

経
過
し
て
い
て
も
、
現
在
の
技
術
で
あ
ら
た
め
て
診

断
を
行
い
、
治
療
が
で
き
る
（
今
よ
り
元
気
に
な
れ

る
）
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

当
科
で
は
循
環
器
内
科
、
小
児
循
環
器
内
科
と
協

力
し
て
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の
診
断
と
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
上
記
の
よ
う
な
心
臓
に
心
配
の
あ

る
方
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
を
診
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
先
生
方
、
ど
う
ぞ
“先
天
性
心
疾
患
外
科
外

来
”
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

◆
先
天
性
心
疾
患
外
科
外
来
（
毎
週
水
曜
日
）

担
当
：
野
間
美
緒
（
心
臓
血
管
外
科
）

外来棟から第 3 病棟まで約 150 メートルの中央通路。患者さ
んやご家族から「便利になった」との声をいただいています。

■■　外来診療休診のお知らせ　■■
　杏林学園創立記念日のため、11 月 11 日（月）
は外来診療を休診とさせていただきます。
　救急の際は高度救命救急センターにて診療いた
します。

開催日
時間

テーマ
講師

11 月 12 日（火）
18：30-20：00

ちょっと役立つ薬疹の知識
医学部教授　塩原哲夫

11 月 30 日（土）
13：30-15：00

冬に流行する感染症
感染対策室師長　中村貴枝子

公開講演会のご案内

皆様のお越しをお待ちしております。
開催場所はいずれも三鷹キャンパスです。

※申込不要・入場無料
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◆ 
神
経
内
科

◆ 

小
児
外
科

■ 

特
殊
災
害
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
）

訓
練
を
実
施

　

神
経
内
科
で
は
、
多
摩
地
区
の
基
幹
病
院
と
し
て

地
域
の
神
経
疾
患
診
療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
神
経
内
科
救
急
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
神
経
内
科
は
主
に
中
枢
神
経
（
脳
、
脊
髄
）、

末
梢
神
経
、
筋
肉
の
器
質
的
疾
患
を
対
象
と
し
て
お

り
、
疾
患
の
種
類
が
多
く
多
彩
で
す
。
当
科
で
は
特

に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脳
炎
・
髄
膜
炎
、
て
ん
か
ん
、

頭
痛
、
多
発
性
硬
化
症
、
末
梢
神
経
障
害
の
患
者
さ

ん
を
多
く
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
診
療
レ
ベ
ル
の
向
上
と
情
報
共
有

の
た
め
に
、多
摩
地
区
に
お
け
る
講
演
会
を
年
3
回
、

多
摩
地
区
に
お
け
る
研
究
会
・
学
会
発
表
を
年
 3 
回

開
催
し
、
三
鷹
市
医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
在
宅
神

経
難
病
患
者
訪
問
診
療
を
年
4
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
三
多
摩
神
経
懇
話
会
、
多
摩
神
経
免

疫
研
究
会
、
多
摩
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
懇
話
会
、
多
摩

Stroke

研
究
会
な
ど
、
三
多
摩
地
区
に
お
け
る
研

究
会
開
催
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
質
の
高
い
神
経
内
科
診
療
の
提
供
を
目
指

し
て
、
近
隣
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
医
療

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

がん患者さんとそのご家族のためのプログラム

「がんと共にすこやかに生きる」

診
療
科
紹
介

　病気と共に上手に生活していくために必要なのは、情報・
知識と、仲間同士の知恵や支えです。杏林大学医学部付属病
院では、がん患者さんのためのプログラムを開設しています。
前半 30 分の講義のあとは、患者さん同士で情報交換や自由
な話の時間です。
　毎月第 2、第 4 水曜日の午前中に開催しています。患者さ
んご本人はもちろん、ご家族・ご友人、がんになったときの
ことがご心配な方など、どなたでもご参加いただけます。参
加費無料、予約不要です。どうぞお気軽に、ご自由にご参加
ください。詳細はポスターをご参照ください。
※問合先：杏林大学医学部付属病院　がんセンター事務局
　　　　　電話番号 0422-47-5511（内線 5158）

◆ 

精
神
神
経
科

■ 

三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
で

健
康
長
寿
講
演
会
を
開
催

　

小
児
外
科
は
小
児
（
0
歳
か
ら
15
歳
）
で
手
術
が

必
要
な
患
者
さ
ん
の
一
般
外
科
の
治
療
を
し
て
い
ま

す
。
当
院
に
は
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
生
児
期
に
手
術
が
必
要
な
患
児
も
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
胎
児
期
か
ら
手
術
が
必
要
な
疾
患
が
み

つ
か
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
食
道
閉
鎖
症
、

十
二
指
腸
閉
鎖
症
、
小
腸
閉
鎖
症
、
結
腸
閉
鎖
症
な

ど
の
消
化
管
閉
鎖
症
、
小
腸
捻
転
症
、
胎
便
性
腹
膜

炎
（
胎
児
期
消
化
管
穿
孔
）、
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
、

臍
帯
ヘ
ル
ニ
ア
、
腹
壁
破
裂
等
は
生
後
早
期
に
手
術

が
必
要
な
疾
患
で
す
が
、
胎
児
期
に
診
断
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
病
棟
や
手
術
の
準
備
が
円
滑
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
麻
酔
科
や
関
係
各
科
と
の
連
携
、

特
別
な
器
機
の
準
備
等
に
お
い
て
も
胎
児
期
診
断
は

大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
生
時
体
重
が1,500

グ
ラ
ム
以
下
の
低
出
生

体
重
児
の
手
術
も
増
え
て
い
ま
す
。
新
生
児
科
の
先

生
に
も
併
診
し
て
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
術
前
、

術
中
、
術
後
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
20
日
（
金
）、高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
以

下
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
の
医
師
・
看
護
師
が
講
師
と
な
り
、
Ｎ

Ｂ
Ｃ
災
害
訓
練
を
実
施
、
各
部
署
か
ら
代
表
者
お
よ

そ
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
と
は
、
核

（Nuclear

）、
生
物
（Biological

）、
化
学
物
質
（Chemical

）

に
よ
る
特
殊
災
害
の
こ
と
で
、
今
回
の
訓
練
は
特
に

放
射
性
物
質
へ
の
対
応
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
ま
ず
、
Ｔ
Ｃ

Ｃ
の
山
口
芳
裕
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
被
ば
く
し

た
患
者
の
対
応
等
の
講

義
が
あ
り
、
そ
の
後
、

参
加
者
は
二
人
一
組
に

な
り
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス

ス
ー
ツ
と
い
う
防
護
服

の
着
脱
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
手
順

に
従
い
、
お
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
慣
れ
な

い
ス
ー
ツ
の
着
脱
を
行
い
ま
し
た
。
着
脱
訓
練
後
、

参
加
者
か
ら
は
「
着
て
い
る
だ
け
で
か
な
り
暑
い
。

こ
れ
で
医
療
を
行
う
と
思
う
と
大
変
」「
動
き
づ
ら

い
が
、
二
次
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
は
し
か
た
が

な
い
」
な
ど
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
に
場
所
を
Ｔ
Ｃ
Ｃ
1
階
の
初
寮
室
に
移
し
、
養

生
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
被
曝
し
た
患
者

の
受
入
要
請
が
あ
っ
た
と
想
定
の
元
、
受
入
準
備
と

し
て
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
の
医
療
資
機
材
以
外
の
物

品
を
酢
酸
エ
チ
ル
の

シ
ー
ト
で
覆
う
養
生
を

行
い
ま
し
た
。
配
管
や

コ
ー
ド
類
の
養
生
に
は

傘
袋
を
用
い
る
な
ど
の

工
夫
も
随
所
に
見
ら

れ
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ

の
よ
く
訓
練
さ
れ
た
迅

速
な
対
応
に
、
見
学
し

て
い
た
ス
タ
ッ
フ
も
真

剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

9
月
13
日
（
金
）、
三
鷹
市
福
祉
会
館
に
お
い
て
、

当
院
と
三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
合
同
行
事
と

し
て
健
康
長
寿
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
11
回
目
と

な
る
今
回
は
、
高
齢
診
療
科
の
神
﨑
恒
一
教
授
と
、
健

康
科
学
大
学
の
金
信
敬
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
神
﨑
教
授
か
ら
「
転
倒
防
止
そ
の
2
」

と
題
し
た
講
演
、
次
に
金
教
授
か
ら
、「
気
ら
く
運
動
」

の
実
技
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
好
評
を
博

し
、
参
加
者
か
ら
は
「
普

段
で
は
使
わ
な
い
筋
肉
を

使
う
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
良
か
っ
た
」「
今
回

の
講
義
を
忘
れ
ず
に
、
家

で
も
実
践
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

精
神
神
経
科
は
、
う
つ
病
や
躁
う
つ
病
（
双
極
性

障
害
）、
統
合
失
調
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
強
迫
性

障
害
、
社
交
不
安
障
害
、
認
知
症
、
摂
食
障
害
、
睡

眠
障
害
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
精
神
障
害
全
般
に
わ

た
っ
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
は
、
睡
眠
障
害
専
門
外

来
を
設
け
、専
門
医
に
よ
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、

過
眠
症
、
睡
眠
覚
醒
リ
ズ
ム
障
害
、
む
ず
む
ず
脚
症

候
群
な
ど
の
診
断
、
治
療
を
行
う
と
と
も
に
、
１
泊

の
短
期
入
院
で
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
を
測
定
す
る
病
床

も
備
え
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
や
躁
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害
に
つ
い
て

は
、
認
知
行
動
療
法
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）、
薬
物
療
法
、
経

頭
蓋
磁
気
刺
激
療
法
（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）、
電
気
け
い
れ
ん

療
法
（
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
の
治
療
を
系
統
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
先
端
的
な
方
法
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
Ｔ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て
は
高

い
評
価
を
得
て
お
り
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

最
近
新
た
に
認
知
行
動
療
法
専
門
外
来
、
薬
物
療

法
相
談
外
来
を
開
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
治
療
抵
抗

性
統
合
失
調
症
に
対
し
て
著
効
を
示
す
薬
物
で
あ
る

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
治
療
ベ
ッ
ド
も
用
意
し
ま
し
た
。
今

後
当
科
の
特
色
を
生
か
し
て
、
多
摩
地
区
の
精
神
科

施
設
と
の
連
携
を
強
め
、
包
括
的
な
精
神
科
医
療
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


